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平成19年12月期 業績予想（連結、個別）の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ 
 

 

平成19年8月16日に公表した平成19年12月期（平成19年1月1日 ～ 平成19年12月31日）の通期業績

予想（連結、個別）を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成19年12月期 連結通期業績予想の修正（平成19年1月1日 ～ 平成19年12月31日） 

 （単位：百万円） 

 売 上 高  営 業 利 益 経 常 利 益  当期純利益

前回発表予想（Ａ） 

（平成19年8月16日発表） 
41,300 2,100 2,700 1,450

今回修正予想（Ｂ） 42,744 2,013 3,120 1,702

増減額（Ｂ－Ａ） 1,444 △87 420 252

増 減 率（％） 3.5 △4.1 15.6 17.4

（ご参考） 

 前期実績（平成18年12月期） 
39,431 1,705 2,558 1,455

 

２．平成19年12月期 個別通期業績予想の修正（平成19年1月1日 ～ 平成19年12月31日） 

 （単位：百万円） 

 売 上 高  営 業 利 益 経 常 利 益  当期純利益

前回発表予想（Ａ） 

（平成19年8月16日発表） 
24,300 900 1,250 670

今回修正予想（Ｂ） 24,249 514 1,184 451

増減額（Ｂ－Ａ） △51 △386 △66 △219

増 減 率（％） △0.2 △42.9 △5.3 △32.7

（ご参考） 

 前期実績（平成18年12月期） 
24,445 750 1,232 720
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３．修正を生じた理由 

平成19年12月期の連結通期業績は、国内外のグループ各社の業績が、上期に引続き下期も堅調に

推移した結果、売上は修正予想（平成19年8月16日発表）を上回る見込みです。営業利益は後述する

当社の人件費の追加支払いにより、期初の公表数値は上回るものの、修正予想からは僅かに下回る

見通しとなりました。経常利益、当期純利益については、持分法による投資利益の増加により、修

正予想を上回る結果となりました。 

平成19年12月期の個別通期業績は、業績予想を以下のとおり修正いたします。 

当社は、平成20年１月9日付で、土浦労働基準監督署から時間外労働管理等に関する是正勧告およ

び指導を受けました。当社は、この勧告および指導に従った是正処置について、平成20年3月末日ま

でに当該労働基準監督署に報告することにしております。 

この是正勧告は当社一般従業員１名に、指導は当該事業場に対するものでしたが、これまで労使

協調のもとで進めてきた当社の労務管理制度について、労働基準監督署から是正勧告および指導を

受けたという事実を重く受け止め、全社をあげて現在の労務管理制度をより適正な制度に見直すこ

とにし、現在一般従業員の労働の実態調査を進めているところであります。 

この結果、指導された労務管理との間に差異が確認されたことから、当期の未払い賃金として約

277百万円を売上原価および販売管理費に、過年度分の未払い賃金として約254百万円を特別損失に

計上いたしました。 

また、特別損失として、上記未払い人件費に加えて、有価証券評価損を199百万円計上しています。 

以上のことから、営業利益が約514百万円、当期純利益が約451百万円となりました。 

なお、上記の件は一過性のものであり、安定配当という趣旨から、期末配当予想についての変更

はありません。 

以  上 


